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OT感作血球の免疫学的研究
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各種消化酵素処理OTの血球感作能について
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Middlebrook-Dubos反応2）に用いられる

oldtuberculin(OT)感作血球に関連して，

OT中の血球感作能物質の解析のため既に多く

の研究が行われてきたが，今日なお多糖類説と

蛋白説とがあり一致した見解に達していない．

従来著者らも西東ら2）の報告し,た方法に従っ

て，ウサギをOT感作自家血球で免疫して得ら

れた血清を用いて対応する抗原を追究する一連

の研究を行いつつあるが，著者らの一人蚕谷3）

は既にOTの蛋白ならびに多糖体両分画中に血

球感作能因子の存在することを指摘している．

そこで今回著者らは更にOTの感作能因子追究

の歩を進めて，蛋白消化酵素(Trypsin,Pep-

sin,PapainおよびErepsin),糖類分解酵素

(DiastaseおよびTakadiastase),脂肪分解酵

素(Lipase)ならびにUreaseの作用前後の

文

1)Middlebook,G､&Dubos,J､:J.Exp.

Med.,88,521,1948.2)Saito,T,etal,;

OTの(i)血球感作能，および(ii)OT感

作血球の凝集および溶血両反応阻止能の比較を

試みた．

酵素処理OTは第1表に示したごとき条件下

に酵素を10倍稀釈OTに加え37oCの温浴中

に1時間置いた後,pHを7.0とし,100｡C,10

分間加熱したものである．

反応術式は西東ら2)の記載に従った．

その結果,OTは酵素処理によって血球感作

能（表略）においても反応阻止能（第2～5

表）においてもほとんど変わるところがないと

いう成績が得られた.(Lipase処孤でや上低下

か）

すなわちOT感作血球の感作能因子は以上8

種の酵素の作用を受け難いものと考えられる．

献

Jap.J・Tuberc.,3,77,1955.3)登谷栄作：

金大結研年報，16(上)，31，1958，
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第1表各種酵素の作用pH お よ び 作 用 温 度

会社名｜作用PHI作用温度’酵素名
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Papamは1:10,000にCystein

を加えた．

局方の3倍力価のもの．

糖化力1,270倍のもの．

360u/mgのもの．
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第2表蛋白消化酵素処理OTのOT感作血球凝集反応

および溶血反応阻止能
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第3表多糖体消化酵素処理OTのOT感作血球

凝集反応および溶血反応阻止能

※OT原液に対する酵素量

第4表Lipase処理OTのOT感作血球凝集

反応および溶血反応阻止能
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第5表Urease処理OTのOT感作血球凝集反応

および溶血反応阻止能
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